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準備を始めましょう

アップシー療法プログラムを
通して、アップシーを使う事
で、お子さまのモビリティー、
アビリティー、そして社会・ 
活動参加を伸ばす機会が
広がります。

もちろん、お子さまにアップシーを装着し
移動するだけでも構いません。多くの　　
ご家族は、そうしています。しかしながら、
物事を少しゆっくりと進めることで、最も
持続する恩恵を得ることができるのです。  
子どもに自分の体重を支えさせ、自ら 
動きを行わせることは、彼らが積極的に
学び成長していることを意味します。

この小冊子では、資格を有する作業療
法士による支援とガイダンスをご提供し、
お客様のアップシーを最大限に活用して
いただくお手伝いをいたします。
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アップシーとは何ですか？
アップシーは、運動機能に遅れのある
お子さまが、大人の助けを借りて 
立ったり動いたりできるように設計 
された移動補助具です。

特別支援を必要とする脳性まひの
息子さんをお持ちのイスラエルの母親 
Debby Elnatanさんによって、考案 
されました。何年も前、Debbyさんは
医療関係者から、息子さんが自分の
足に対する感覚がないと言われまし
た。これにショックを覚えたDebbyさん
は、自力で彼を歩かせようと試みまし
た。それは困難な作業であり、それが
きっかけで彼女はアップシーのアイデア
を思いついたのです。彼女は自らの製
品を製造する会社を探し、最終的に 
Firefly by Leckey を選びました。 

ファイアフライ (Firefly) は、特別な 
支援を必要とするお子さま向けの 
姿勢保持機器の製造で世界的
に知られる レッキー (Leckey) 社
（www.leckey.com）の一部門で
す。ファイアフライの特筆すべき取り組
みは、特別な支援を必要とする 
ご家族のご参加に重点を置いている
点であり、これはアップシーとの相性が
完璧に合致しています。 

アップシーは発売時にオンラインで話題
となり、家族からの反響は驚くべきもの
でした。このことに励まされ、私たちは 
引き続き、ご家族がアップシーについて
どうお考えか、注意深く耳を傾け続けま
した。そして当社の理学療法士と作業
療法士がアップシー療法プログラムを
開発しました。これは、治療における 
アップシーの使用促進と家族の参加を
目的としています。 

YouTubeでDebbyさんが自身の 
物語を語るようすをご覧ください:  
bit.ly/debby-elnatan
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始める前に
アップシーを治療や家族参加活動に使用する前に、以下の3つの質問すべてに 
「はい」と答えられる必要があります： 

お子さまは既にスタンディングフレームや歩行器を使用していますか？  
（お子さまはすでに立ち上がりや歩行のプログラムに取り組んでいますか？）  

立った時、お子さまの肩があなたのおへその下にありますか？ 
（お子さまの身長が介助者と比べてどの程度か、安全上重要です） 

アップシーを使用中に、あなたとお子さまはお二人とも直立した姿勢を保てます
か？(ご自身の体型がお子さまの姿勢に影響を与えないようご注意ください)

これらの質問にいずれか1つでも「いいえ」
という答えがある場合、アップシーは 
お子さまに適していません。
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以下の場合もアップシーの 
使用はお勧めしません：
• �お子さまの筋肉がとても硬い状態

• �お子さまが、治療のために急に横に 
ならなければならない状態 
（例：けいれん発作）がある場合

• �お子さまが（例えば骨粗鬆症などに
より）複数回の脚の骨折を経験して
いる

• �お子さまの股関節と膝関節は曲がった
状態で、それ以上伸ばせない

• �お子さまの体の左右で姿勢に大きな
違いがある

• ��お母さんが妊娠している

• �あなたは現在、または過去に腰痛を
経験している

お子さまのアップシー適性について 
ご不明な点がございましたら、 
担当セラピストにご相談いただくか、 
本冊子末尾の連絡先まで 
お問い合わせください。 

評価と処方に関する 
詳細情報は、 

「useful downloads」 
セクションをご覧ください。 

 
www.Fireflyfriends.Com/ 

therapists/product-
guide/upsee
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アップシーの着脱

お子さまにアップシーが適していると 
確信したら、さっそく始めましょう！ 

アップシーの着脱に慣れるには少し 
練習が必要です。 
アップシー取扱説明書の情報をよく 
お読みいただき、オンラインの操作動画も
ご覧ください。 www.fireflyfriends.
com/upsee お子さまにアップシーを
装着する前に、快適な服装、ズボン、靴
を着用させてください。また、通常体重を
支える活動時に足首装具（AFO）を
着用している場合は、それらも装着させ
てください。 

アップシーの使用中にご自身または 
お子さまに不快感を感じた場合は、 
直ちに使用を中止してください。不快感
が続く場合は、医師に相談してください。

保護者の皆様に、 
ご覧いただける動画が 

こちらで公開されています。 
bit.Ly/upsee-assessment-

prescription
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セクション 2 

アップシー 
療法プログラム

ご存じでしたか？
このマップモデルは、世界保健
機関（WHO）のICF-CY
フレームワークに基づいていま
す。詳細については、巻末の

参考資料セクションを 
ご覧ください。
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アップシー療法プログラムとは
何ですか？
アップシー療法プログラムでは、お子さまの成長に役立つ厳選された
一連の活動をご用意しております。 
 
本プログラムには、以下の3つの主要な分野があります： 
モビリティー (M)、 アビリティー (A) & 社会・活動参加 (P)  
以下のマップは、それぞれの領域が何を意味するのかを示します。 
 
�• �モビリティー (M) 

お子さまが自身にとっての外界にアクセスし、可能な限り自立して行動できるように
なる能力

• �アビリティー (A) 
お子さまの身体的・認知的・社会的な発達のあらゆる側面

• �社会・活動参加 (P) 
お子さまができるだけ多くの活動を体験できるようにすること

アップシー療法プログラムは、MAP移動能力評価とMAP活動プログラムで構成され、 
モビリティー、アビリティー、社会・活動参加の向上に取り組むものです。  
 
アップシーは主に移動支援機器であるため、MAP移動能力評価がアップシー療法 
プログラムの出発点となります。お子さまの現在の発達段階に応じたアビリティーと 
社会・活動参加に応じた活動提案、および進捗の確認と記録方法の詳細も 
記載されています。



12 アップシー 療法 プログラム

アップシーが 
届きました！

MAP移動能力評価を活用して、
お子さまのモビリティーの出発点を

見つけましょう。

モビリティー、アビリティー、社会・活動参加を
育む各活動を選択し、MAP活動ワークシート

を使用して取り組んでください。

MAP移動能力評価と 
オプションのMAP能力評価を使用し、 

進み具合を記録しましょう。

定期的に 
繰り返して 
ください。 

例えば、月に1回
など。

取扱説明書を 
読んで、 

アップシーの 
使い方を 

練習しましょう。

お子さまの 
発達段階と 

目標も忘れずに
記録しましょう

やり過ぎに 
注意！実施時間
は短く、 頻度は
多く、くり返し 
練習します

アップシー療法プログラムの 
概要
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モビリティーの出発点を 
見つけましょう

MAP移動能力評価を 
使います
お子さまの現在の発達段階と限界を
理解することが重要です。これは次に
どの段階に取り組むべきか判断する
のに役立ちます。 

お子さまのモビリティーの出発点は、
現時点でお子さまが可能な範囲で
あり、アップシーを使用中でも、使用
していない時でも同様です。お子さま
のことは、誰よりあなたがよくご存知で
す。そのため、MAP移動能力評価と
併せて、あなた（可能であればセラ
ピストと共に）がお子さまの出発点を
見極めることができるでしょう。 
お子さま一人ひとりが異なることを 
お忘れなく。お子さまの出発点は 
他の子と異なる場合があることを 
ご理解ください。 

当社のMAP移動能力評価（資料
参照）は、お子さまのアップシーに 
おけるモビリティーの出発点を判断す
るお手伝いをします。  
3つのモビリティーの目標と、お子さま
ができる限り成長できるよう設計され
た段階が含まれています。 

3つのモビリティーの目標とは：

頭部コントロール

体重支持

歩行
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各モビリティーの目標の段階は、積み木のようなもので、それぞれが次の段階を支える
形になっております。例えば、体重支持については、段階的に無負荷から一貫した 
体重支持へと構築されます：

 
お子さまが現在、3つのモビリティーの 
目標のそれぞれにおいてどの段階にある
かを判断するには、アップシーを数回の
短いセッションで使用し、お子さまの反応
を観察してください。 
アップシー取扱説明書、オンラインの 
操作動画、およびMAP移動能力評価
のガイダンスノートを参照できることを 
お忘れなく。 

次に、MAP移動能力評価を用いて、 
各モビリティーの目標においてお子さまの
アップシーでの活動に最も近い段階を 
特定し、日付を記録してください。 

段階 日付

ステージ 1 体重を支えるのは難しい

ステージ 2 安定していないけど、時々体重が支えられる

ステージ 3 5～30秒の間、連続して体重が支えられる

ステージ 4 30秒～2分未満の間、連続して体重が支えられる

ステージ 5 両脚で体重を左右均等に支えられる

モビリティー 目標 2:   
体重支持

新しい移動能力評価シート
は、 ‘Useful Downloads’ 
セクションからダウンロードできま
す。 www.fireflyfriends.
com/therapists/
product-guide/upsee

これらは、お子さまのために 
代替的なモビリティーの目標を
作成したいと考えるセラピストに
とって有益かも知れません。
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お子さまが現在、各モビリティーの目標においてアップシーで何ができるかを把握したら、
次の段階を目指すか、現在の段階を維持するかを選択できます。再び荷重支持の 
例を用いて説明すると、 アップシー使用中にお子さまの体重を支える様子がすこし 
見られた場合 (現在の段階はステージ2 – 例では あか で塗られた部分)、 
最大30秒間、継続的に体重負荷をかける練習に移れます。  
(ステージ 3 – 例では あお で塗られた部分) 

ご存じでしたか？
適切な機器と移動を促す治療
は、二次的な変形を予防または
遅らせると実証されています。¹

段階 日付

ステージ 1 体重を支えるのは難しい

ステージ 2 安定していないけど、時々体重が支えられる 10.02.17

ステージ 3 5～30秒の間、連続して体重が支えられる

ステージ 4 30秒～2分未満の間、連続して体重が支えられる

ステージ 5 両脚で体重を左右均等に支えられる

モビリティー 目標 2:   
体重支持
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MAP活動ワークシートを用いた
モビリティー・アビリティー・社会・
活動参加を育む活動の選択

3つの「モビリティー目標」それぞれに 
ついて、お子さまの現在のレベルが 
わかったところで、資料セクションから 
その目標に対応するワークシートを探し
てください。ワークシートは全部で5枚 
あります。 
 
お子さまの学習段階にもよりますが、
一度に3枚以上取り組むことは滅多に
ないでしょう。

各ワークシートに記載されている 
モビリティー提案は、その目標達成の 
ために特別に考案されたものです。 
体重支持を練習をしているなら、 
モビリティー提案が体重を支える練習
に役立つでしょう。多くのアビリティーや
社会・活動参加提案は、組み合わせ
て活用することができます。 
各ワークシートには療法のヒントが記載
されているほか、資料セクションには 
一般的な「役立つアドバイス」の一覧も
掲載されています。 

これらを活用することで、 
アップシー 療法 プログラムを 
最大限に活用することができます。  
 
資料セクションには、モビリティー、 
アビリティー、社会・活動参加の一覧が
掲載されています。他の方と比較 
せず、お子さまやご家族の参加に最も
適したものを選んでください。どの活動
を選べばよいかお困りの場合は、担当
のセラピストにご相談されるのが最善で
す。また本冊子の裏面に記載されてい
る連絡先より、お問い合わせいただくこ
とも可能です。
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ご存じでしたか？
エビデンスによれば、 
家族中心のケアを 
提供することは、 

子どもの発達を促進し、 
親のストレスを軽減する 
ことが示されています。2.3
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他の家族のアップシー体験談 
を読みましょう 

www.fireflyfriends.com/
therapists/case-histories/
upsee

覚えておいてください
アップシーでの進捗状況は、お子さまに
よって大きく異なります。早く習得でき
る子もいれば、時間を要する子もいま
す。それは基礎疾患やアップシーの 
使用頻度など、さまざまな要因によって
異なります。

お子さまは、あなたと一緒に立って 
いるという経験から多くのことを得る 
ことができます。 
 
それは、今の発達段階において、 
お子さまにできる最善のことかもしれ
ません。 

一部の子どもたちにとって、一つの段階
を維持すること自体が達成と言える 
でしょう。 

お子さまの発達段階について、たとえ
次の段階に近づいている場合でも、
誇張したり過大評価したりしないよう
ご注意ください。無理のない目標を
大切にすれば、変化があったときに 
「本当にできるようになったんだな」と
実感できます。

もし計画どおりにいかないことがあって
も、大丈夫。焦らなくていいのです。 
お子さまの現時点でのステージを 
記録し、必要に応じて一時的に中断
したり、より簡単な段階に戻ったりして
ください。
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進捗状況の確認方法

お子さまの進捗状況を確認すること
は、以下の理由から有益です：

• �アップシーがお子さまの発達に及ぼ
す影響について、ご理解いただく 
手助けとなります。

• �お子さまが次の段階を達成できる
よう、励まし続けることに意識させて
くれます。

• �お子さまの成長を振り返り、どれほ
ど進歩されたかを思い出せるよう 
手助けになります。特に、その過程
で写真や動画を撮影される場合、
より一層役立つでしょう。
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MAP移動能力評価と 
MAP能力評価(任意)を用いた
進捗状況の確認方法

MAP能力評価(任意)

アップシーは主に移動能力に焦点を 
当てていますので、MAP移動能力 
評価テストをご利用いただき、お子さま
の進捗状況をご確認いただけます。 
約1か月経ったら、評価の手順を繰り
返して、各目標の達成段階に対して
お子さまがどの程度進んでいるかを 
確認してください。

一部の保護者からは、アップシーの使用に
関連していると考える、子どもの能力 
（例えば、手の動きや自信など）における
予期せぬ変化が報告されています。 
その他の変化に気づかれた場合は、MAP
能力評価（資料セクション参照）を用い
てそれらを記録するよう努めてください。 
これにより、お子さまの成長についてより 
包括的な理解を得られるでしょう。 
お子さまの6つの能力領域 (手の機能、
床遊び、コミュニケーション、注意力、探求
心、楽しさ) において、アップシーの利用 

お子さまが新たな段階に達した場合
は、その横に日付を記入してください。
続いて今度は、その次の段階を目指
しましょう。  
お子さまが次の段階に進めなくても、
心配する必要はありません。そのまま
続けて、1か月後、あるいはお子さまの
進歩を感じられた時に、再度見直して
ください。 

開始前と比べて、お子さまの様子に変化は
感じられますか。うまくできた、できない 
ではなく、感じていることを、そのまま教えて
ください。  
(a) 以前より、実施困難な様子がある 
ように感じる   
(b) 以前と比べて、あまり大きな変化は
感じない  
 (c)以前より、実施状況が改善している 
ように感じる   
気づいた具体的な変化があれば、ぜひメモ
しておき、その違いを記述しておきましょう。
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役立つアドバイス
• �お子さまが疲れていないアップシーを

使う準備ができている時間を選んで 
ください。食後少なくても30分、また
寝る前のご使用は控えましょう。

• �まずは短時間(2分程度)から立って
みましょう。お子さまが慣れてきたら、
徐々にアップシーの使用時間を延ば
してください。

• �鏡を使って、アップシーがお子さまに
もご自身にも正しく装着されている
かを確認し、進捗状況を確認して 
ください。 
例：姿勢、頭部コントロール、 
体幹コントロールなど

• �お子さまが自分自身で一歩を踏み
出したり、進む方向を決めたりできる
よう促しましょう。

• �関わる全員が楽しめるように工夫し
ましょう。兄弟姉妹や友人も巻き込
み、おもちゃや音楽、あるいは日常
のちょっとした作業（例えば冷蔵庫
から何かを取り出すなど）を活用し
て、アップシーを着用しているお子さ
まを励ましてあげてください。

• �アップシーを使う前後で、お子さまの
自信の変化に注目し、アップシーを
用いた活動時間をどれくらい楽しん
でいるかを観察してください。

• �お子さまがアップシーを使用する前に
どれほど意欲的であるか、また 
アップシー使用中に行う活動に 
どれほど意欲的であるかをご確認 
ください。

• �進捗に合わせ、写真や動画を撮影
し、日付を必ず記録してください。 
これらは、お子さまの振り返りに非常
に役立つ資料となります。
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セクション 3 
資料
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Map Model (©Leckey 2015)
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Firefly(ファイヤフライ)

Firefly by Leckeyでは、特別な 
支援を必要とするすべてのお子さま
が、遊びと参加、そして可能性に満ち
た幼少期を過ごせる世界を実現する
ことを目指しております。

保護者やセラピストの皆様との連携
のもと、私たちは変化を求める活動を
推進し、独創的で革新的な、 
人生を変える製品を共に創り上げて
まいります。 

私たちは、子どもの健康状態や 
生活環境そのものを変えることはでき
ないと理解しています。 
しかし、Firefly製品を使用すること
で、身体構造だけでなく、日常生活
活動や社会参加に良い影響を与え
られると考えています。そこで、当社で
は支援可能な領域を反映した 
独自のMAPフレームワークを開発し
ました。 
 

MAP (マップ)

MAPとは、製品がどのように障がいのあ
る子どもたちの役立つかを理解するた
め、Firefly社とLeckey社が独自に開
発したフレームワークです。このモデルで
は、子どもとそのご家族、そして製品を中
心に据え、その発達的な進展は、モビリ
ティー(アクセス・自立性)、アビリティー(
身体・認知機能)、社会・活動参加によ
って影響を受けます。
例えば、製品を用いて筋（ICF-CYに 
おける身体機能および構造）を伸ばす
ことで、実際にモビリティーを向上させる 
ことが可能です。 
モビリティーとは、お子さまが自らの世界
へアクセスし、可能な限り自立性を獲得
できる状態を指します。そしてもちろん、
動く製品は、その移動能力（運動 
機能）をさらに促します。

ある製品は、お子さまの手の機能、集中
力、またはコミュニケーション能力（ICF-
CYにおける活動）の発達を促す可能
性があります。 
当社ではこれを、身体的・認知的・社会
的な発達を促進するものとして定義し、
アビリティーと呼んでいます。
ICF-CYと同様に、当社は社会・活動
参加を可能な限り多くの活動を体験で
きることと定義しています。
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治療介入の 
専門用語の説明
粗大運動能力 
発達段階に関連することが多い 
大きな動き  
例：寝返り、座る、ハイハイ、つかまり
立ち、歩く

リーチ(手を伸ばす)  
粗大運動能力の一部として、腕を 
伸ばして体の横や上方向、下方向に
手を伸ばす動作

巧緻運動能力 
手の機能に関連する細かい動作。 
例：つまむ動作、クレヨンを持つ能力、
箸やナイフ・フォークの扱い、ボタンを 
留めることなど

両側手指機能 
両手を使って物を持つ、投げる、  
つかむ、積み上げる、開けるなどの 
動作を含む、巧緻運動能力の一部 

視覚運動能力 
目と動作を協調させる能力。 
視覚運動能力は、ボールを蹴る能力
（目と足の協調性）、ブロックを拾う
能力（目と手の協調性）、あるいは
コップから飲む能力（手と口の協調
性）に影響を与える。 

身体認識 
体の各部位を認識し、目で見なくて
も、他の部位や周囲との位置関係が 
わかる能力。

自信 
自分に対して自信を持ち、新しいこと
に進んで挑戦する姿勢

動作開始	  
体を動かし始める能力や、動く方向 
 
参加意欲 
活動に参加することによる明らかな 
喜び

モチベーション 
活動への参加意欲が高く、前向きな
反応を示す。終わりの時間になると、
不機嫌になることがある。

コミュニケーション 
表情や身振り、音、言葉を通じて 
相手の話を聞き、それに応答する能力 
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準備を整える

2人とも時間に余裕がある日を 
選んで、慌てずに済むようにしま 
しょう。アップシー取扱説明書や 
オンラインの解説動画に従って、
アップシーを装着してください。 

ゆっくりと立ち上がり、説明通りに
アップシーのストラップを調整してく
ださい。現時点では、動く必要は
ありません。ただ立って、3つの 
モビリティー目標に対するお子さま
の反応を見てください。アップシー
で「調子が出ない日」になる可能
性を減らすために、アップシーで 
何度か練習をしておくほうがよい
かもしれません。

追跡（視覚） 
頭を動かさずに、あるいは動かしなが
ら、目を使って刺激を追う能力。 

日常生活活動 
日々行う活動。例：歩くこと、歯磨
き、食卓の準備など

感覚機能 
感覚を用いて情報を処理する能力 
（例：明暗、冷熱、粗滑らか、騒音
と静寂など）により、外界を理解し、
日常的な活動をより容易に行う能力
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モビリティー目標 1 
に対する評価:	
頭部コントロール
お子さまがアップシーに慣れるまで、 
少し時間をかけましょう。 
頭部コントロールがうまくできない場合
は、アップシーで立ち上がったときに 
何が起こるか注意してください。あなた
が声をかけたり、目の前に楽しい 
おもちゃを差し出したりしても、頭は 
下がったままですか？その場合は、 
頭部コントロール ステージ1です。次の
目標は、頭部コントロール ステージ2 
になります。

頭が下がってしまう前に、あなたが声を
かけると少し頭を上げようとしますか？
その場合は、頭部コントロール  
ステージ2 を選べます。次の目標は、
頭部コントロール ステージ3 です。 

短時間でも頭部を真っすぐ保てる場合
は、どのくらい維持できるか計ってみてく
ださい。そして 頭部コントロール  
ステージ3、または 頭部コントロール  
ステージ4 を選択します。 
頭部コントロール ステージ4 または  
頭部コントロール ステージ5 を目指し
ましょう。 

お子さまが頭部をしっかり支えられるな
ら、頭部コントロール ステージ5 を 
選択し、そのステージを続けます。



31アップシー 療法 プログラム

モビリティー目標 2 
に対する評価:	
体重支持
お子さまがアップシーに慣れるまで、
少し時間をかけましょう。アップシーを
装着して立ち、少し左右に体を揺ら
します。お子さまが、ハーネスにぶら 
下がっている状態（体重支持 
ステージ1）なのか、それとも自分の
足で体重を支えているのか、その違い
が分かります。 (体重 支持ステージ 
2 ～ ステージ 5) 

お子さまが両足に均等に体重をかけ
ることができる場合のみ、体重支持 
ステージ5を選択してください。そして、
このステージ5が、今回の目標を達成
するために今後維持していく段階と
なります。 
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モビリティー目標 3 
に対する評価:	
歩行パターン

歩行  
パターン3a:	
大人による全面的なサポート

お子さまがアップシーに慣れるまで、少し時間を
かけましょう。お子さまと一緒に、まずは小さく 
一歩ずつ踏み出してみましょう。ゆっくりと動き、
お子さまの動きに合わせて自分のステップの高さ
や歩幅を調整するようにしてください。 
（アップシー取扱説明書およびオンラインの 
解説動画をご参照ください） 

お子さまが動くのを嫌がったり、アップシーでの 
歩行を明らかに嫌がったりする場合は、歩行 
パターン3a ステージ1を選択し、まずは立つ 
だけから始めて、アップシーのハーネスに慣れる
ようにしてください。お子さまが歩行動作の全過
程でサポートが必要な場合は、お子さまの能力
に応じて、歩行パターン ステージ2～ステージ5
を選択してください。お子さまが歩行パターン3a 
ステージ5を安定して行えるようになれば、次は
歩行パターン3b ステージ1を目指しましょう。
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歩行  
パターン3b:	
大人による全面的なサポート

歩行  
パターン3c:	
サンダルなし

あなたが歩み始めると、お子さまがその歩調を
自然に引き継いでくれるかどうかが感じ取れる
ようにになるはずです。必要に応じて、歩行 
パターン3b ステージ2～ステージ5を選択して
ください。お子さまが歩行パターン3b ステージ
5 を安定して行えるようになれば、次は歩行
パターン3c ステージ1を目指しましょう。

お子さまが自分で歩きたい様子なら、サンダル
を脱がせて、どうするか様子を見てみましょう。
適切なステージを選んで、次のステージを 
目指しましょう。歩行パターン3c ステージ5
は、この目標に向けた維持段階です。 
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MAP 
移動能力評価

段階 日付

モビリティー 目標 1:   
頭部コントロール

ステージ 1 頭を持ち上げるのは難しい

ステージ 2 頭は持ち上げられる。まだ体の上まで真っすぐ持ち上げるのは難しい

ステージ 3 5～30秒間、頭を真っすぐ保てる

ステージ 4 30秒～2分未満の間、頭を真っすぐ支えられる

ステージ 5 頭を真っすぐ保てる

段階 日付

モビリティー 目標 2:   
体重支持

ステージ 1 体重を支えるのは難しい

ステージ 2 安定していないけど、時々体重が支えられる

ステージ 3 5～30秒の間、連続して体重が支えられる

ステージ 4 30秒～2分未満の間、連続して体重が支えられる

ステージ 5 両脚で体重を左右均等に支えられる

お子さまのお名前:

生年月日:

診断名:

評価／再評価日:

ぜひ当社までレビュー、写真、ビデオを 
お送りください： 

upsee.programme 
@fireflyfriends.com

*see p50 for specific guidance
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段階 日付

モビリティー 目標 3:   
大人の全面的なサポートによる歩行パターン

ステージ 1 全面的にサポートしても、歩くのは難しい

ステージ 2 全面的なサポートがあれば、5～10歩歩くことができる

ステージ 3 全面的なサポートがあれば、11～20歩歩くことができる

ステージ 4 全面的なサポートがあれば、21～50歩歩くことができる

ステージ 5 全面的なサポートがあれば、歩行パターンを維持できる

段階 日付

モビリティー 目標 4:   
大人の限定的なサポートによる歩行パターン

ステージ 1 限定的にサポートしても、歩くのは難しい

ステージ 2 限定的なサポートがあれば、5～10歩歩くことができる

ステージ 3 限定的なサポートがあれば、11～20歩歩くことができる

ステージ 4 限定的なサポートがあれば、21～50歩歩くことができる

ステージ 5 限定的なサポートがあれば、歩行パターンを維持できる

段階 日付

モビリティー 目標 5:   
サンダルなしの歩行パターン

ステージ 1 サンダルなしでは、歩くのは難しい

ステージ 2 サンダルがなくても、5～10歩歩くことができる

ステージ 3 サンダルがなくても、11～20歩歩くことができる

ステージ 4 サンダルがなくても、21～50歩歩くことができる

ステージ 5 サンダルなしでも、歩行パターンを維持できる
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モビリティーを養う活動
• �手でお子さまの頭をゆっくりと優しく持ち上げ、数秒間その 

状態を保ち、その後、ゆっくりと優しく頭を下ろしてください。
• �お子さまの肩を前から支えて、積極的に動けるよう促します。
• �手を軽く添え、お子さまが頭を上げようとする動きをするか感じ

取ってください。

アビリティーを養う活動
• �ほとんどのアビリティーを養う活動は、高さを変えることで頭を 

支える力を鍛える活動として活用できます。想像力を働かせ
て、物を目の高さに持ち上げましょう！

• �冷蔵庫のドアにマグネットブロックを貼る
• �イーゼルを使って絵を描いたり、絵の具で塗ったりする
• �お箸やフォークなどをキッチンの引き出しに入れる

社会・活動参加を促す活動
 �• �頭部コントロールが上達するにつれて、より難しいことができる

ようになります。
• �長い鏡の前に立って、アクションソングを歌う。
• �高い窓から外を見る。
• �お友達や兄弟と順番でできるゲームをする。例：ロバの尻尾

（しっぽ）付けゲーム、ピニャータ（スイカ割）

MAP活動プログラム  
ワークシート:
頭部コントロール
現在取り組んでいる具体的な頭部コントロールの段階は：

お子さまが 
顔を上げるような、 

能力開発や 
参加型の活動を
選んでください。

その他の参加する力や 
参加する力を養う活動を 

選択するには、次のページに
記載されている活動提案を 

みてください。

一般的に、 
脚や体幹の活動は 

頭を持ち上げる動作を 
促進します。
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MAP活動プログラム  
ワークシート:
体重支持
現在取り組んでいる具体的な頭部コントロールの段階は：

モビリティーを養う活動
• �鏡に向かって立つ姿勢から始めます。
• �立ち上がってゆっくりと左右に体を揺らし、お子さまが体を動か

す機会を作ります。これを基に、お子さまがあらゆる方向に 
手を伸ばすよう促します。

• �お子さまが片方の足にばかり体重をかけている場合は、体を
傾けて、体重がかかっていない側へ手を伸ばすよう促すか、 
普段体重がかかっている方の足を低い段差に乗せます。

アビリティーを養う活動
• �ほとんどのアビリティーを養う活動は、立位で行う活動に変更

することで、体重支持のトレーニングに適応させることができま
す。遊びを通じて、お子さまが体重を左右に移動させるよう 
促します。

• �座らないで、立ったままテーブルでゲームをしたり、テレビを 
見たり、iPadを使う

• すな遊び、みず遊び、お絵かきで遊ぶ
• 風船やボールを蹴る 

社会・活動参加を促す活動
• �体重支持が上達するにつれて、より難しいことができるように

なります。
• �お友達とお店ごっこをする
• �風船やボールを使って、投げたりキャッチしたりして遊ぶ
• �ゆっくりなテンポの音楽で踊る

体重を支える力が 
向上してきたら、 

肩のストラップを少し緩め 
（約1cm）、 

体幹のバランスを 
養うようにします。

その他の参加する力や 
参加する力を養う活動を 

選択するには、次のページに
記載されている活動提案を 

みてください。

一般的に、
脚に体重をかけることで
筋緊張が調整されます。  
両足を床につけるように
心がけ、短下肢装具を

着用してください。
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モビリティーを養う活動
• �お子さまが動きを感じられるように、とてもゆっくり一歩を踏み 

出します。それから、もう一方の足で次のステップを試します。
片足で前後にステップを踏みます。次に、もう片方の足でも 
同じことを行います。片足ずつ、横にステップして戻します。 
それから反対の足でも同じことを行います。

• �片足を前に出して、低い段差に乗せます。脚に体重をかけ 
ながら、前後に揺れます。 

• �慣れてきたら、左右の歩幅が均等になるように心がけます。

アビリティーを養う活動
• �歩行の場所や時間を変えることで、ほとんどの歩行活動を 

お子さまに合わせて調整することができます。 左右の足を 
少し離し、小さな歩幅で歩きます。 お子さまのペースに 
合わせて歩くためには、普段より一歩を小さく、足幅を 
広げて歩きます。

• �食卓の準備
• �かくれんぼで遊ぶ

社会・活動参加を促す活動
• �全面的なサポートで歩行が上達してきたら、より難しいことが 

できるようになります。
• �一緒にお料理をする
• �落ち葉の上を歩く
• �速いテンポの音楽で踊る

MAP活動プログラム  
ワークシート:
歩行パターン  
(全面的なサポート)
現在取り組んでいる具体的な歩行パターンの段階は：

お子さまが色々な方向に 
おもちゃや、物を 

探すように促します。

その他の参加する力や 
参加する力を養う活動を 

選択するには、次のページに
記載されている活動提案を 

みてください。

お子さまがアップシーでの 
動きに慣れるまで、少し時間が 

かかるかもしれません。  
やりすぎたり、疲れさせすぎたり

しないようにしましょう。
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MAP活動プログラム  
ワークシート:
歩行パターン  
(限定的なサポート)
現在取り組んでいる具体的な歩行パターンの段階は：

モビリティーを養う活動
• �お子さまがいろいろな方向へ動き出そうとするのを待ち、その 

動きに合わせて一緒に動きます。これは、お子さまの歩こうと 
する意欲や目的意識を高めます。

• �数を数えたり、歌を使って一定のリズムを保ちます。

アビリティーを養う活動
• �歩行の場所や時間を変えることで、ほとんどの歩行活動を 

お子さまに合わせて調整することができます。
• 風船かボールを使ってサッカーをします。
• お片付けを手伝う
• シャボン玉を吹いて追いかける

社会・活動参加を促す活動
 • �限定的なサポートで歩行が上達してきたら、より難しいことが

できるようになります。
• ガーデニングを手伝う
• ビーチに散歩に行く
• 車を洗うお手伝いをする

行きたい方向を 
頭や手で指さして示すよう 

お子さまに促します。

その他の参加する力や 
参加する力を養う活動を 

選択するには、次のページに
記載されている活動提案を 

みてください。

お子さまがアップシーでの 
動きに慣れるまで、少し時間が

かかるかもしれません。  
やりすぎたり、疲れさせすぎたり

しないようにしましょう。
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モビリティーを養う活動
• �もしサンダルを履いた状態で、お子さまの足取りが安定して 

いるなら、サンダルなしで歩いてみましょう。
• �正常な足の着き方になるように、お子さまの足の位置を 

誘導します。
• �お子さまが自発的に足を踏み出し、前・後ろ・横へ動くことが 

できるよう、十分な時間をかけましょう。

アビリティーを養う活動
• �歩行の場所や時間を変えることで、ほとんどの歩行活動を 

お子さまに合わせて調整することができます。
• 着替える
• 野球やボーリングをする
• ミニゴルフをする

社会・活動参加を促す活動
 • �サンダルなしの歩行が上達してきたら、より難しいことができる

ようになります。
• なだらかな下り坂を歩く
• 犬をお散歩に連れて行く
• 海やプールでバシャバシャ足を動かす

MAP活動プログラム  
ワークシート:
歩行パターン (サンダルなし)
現在取り組んでいる具体的な歩行パターンの段階は：

その他の参加する力や 
参加する力を養う活動を 

選択するには、次のページに
記載されている活動提案を 

みてください。

お子さまを急かさず、 
お子さまの準備ができる前に

大人が先に動かず、 
本人が自分から動き出すのを

待ちます。

遊びには 
「選択」が伴います。

 
アップシーを使うことで、 

お子さまが自分の選択した 
動きができるようになります。
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アビリティー（身体的、認知的、
社会性の発達）を促進する 
活動提案
活動提案

粗大 
運動 
能力

手を 
伸ばす

巧緻 
運動 
能力

両手機能 視覚運動能力 コミュニケーション 日常的な活動 感覚 
機能

ボール遊び

歯磨き/髪をとかす

積み木

洋服を選ぶ

歌に合わせて手をたたく／手拍子ゲーム

テーブルを拭く

お皿洗いをする

テーブルでお絵かきする

服を着る -チャックやボタンを留める

目でおもちゃを追いかける

食器棚や冷蔵庫などから品物を取る

ジグソーパズル

片手からもう片手へ物を受け渡す

小さいものを掴む 例：レゴのブロック、ビーズ

ロバの尻尾（しっぽ）付けゲーム

ねんど遊び

指をさして物の名前を言う

物を指さして、それを見るよう促す
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活動提案
粗大 
運動 
能力

手を 
伸ばす

巧緻 
運動 
能力

両手機能 視覚運動能力 コミュニケーション 日常的な活動 感覚 
機能

ボール遊び

歯磨き/髪をとかす

積み木

洋服を選ぶ

歌に合わせて手をたたく／手拍子ゲーム

テーブルを拭く

お皿洗いをする

テーブルでお絵かきする

服を着る -チャックやボタンを留める

目でおもちゃを追いかける

食器棚や冷蔵庫などから品物を取る

ジグソーパズル

片手からもう片手へ物を受け渡す

小さいものを掴む 例：レゴのブロック、ビーズ

ロバの尻尾（しっぽ）付けゲーム

ねんど遊び

指をさして物の名前を言う

物を指さして、それを見るよう促す

注意:多くの活動は、工夫次第でほとんどすべての能力分野に
対応できます。各活動の主なメリットを、この点 (    )で表して
いますが、重複している部分も多くあります。 
例えば、選んだ活動を通してお子さまに話をすることは、 
どんな場合でもコミュニケーションに含まれます。 
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アビリティー（身体的、認知的、
社会性の発達）を促進する 
活動提案 (つづき)

活動提案
粗大 
運動 
能力

手を 
伸ばす

巧緻 
運動 
能力

両手機能 視覚運動能力 コミュニケーション 日常生活活動 感覚 
機能

ポッピングバブル (無限プチプチ)

粘土にパスタやビーズなどを押し込む

ねんどを丸めてボールにする

食卓の準備

言葉をよく聞いて、正しい指示だけ動くゲーム

ボーリング

おもちゃの色分け

おもちゃのサイズ分け

チューブをしぼる

テーブルの上で行う砂遊び

紙をちぎる、貼る

風船やボール、お手玉などでキャッチボールする

感触の異なるものに触れる

料理やねんど遊びでめん棒を使う

明るい／暗い場所でアップシーを使う

静かな／うるさい場所でアップシーを使う

ゆっくり／速いテンポの音楽を聴きながらアップシーを使う
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活動提案
粗大 
運動 
能力

手を 
伸ばす

巧緻 
運動 
能力

両手機能 視覚運動能力 コミュニケーション 日常生活活動 感覚 
機能

ポッピングバブル (無限プチプチ)

粘土にパスタやビーズなどを押し込む

ねんどを丸めてボールにする

食卓の準備

言葉をよく聞いて、正しい指示だけ動くゲーム

ボーリング

おもちゃの色分け

おもちゃのサイズ分け

チューブをしぼる

テーブルの上で行う砂遊び

紙をちぎる、貼る

風船やボール、お手玉などでキャッチボールする

感触の異なるものに触れる

料理やねんど遊びでめん棒を使う

明るい／暗い場所でアップシーを使う

静かな／うるさい場所でアップシーを使う

ゆっくり／速いテンポの音楽を聴きながらアップシーを使う

注意:多くの活動は、工夫次第でほとんどすべての能力分野に
対応できます。各活動の主なメリットを、この点 (    )で表して
いますが、重複している部分も多くあります。 
例えば、選んだ活動を通してお子さまに話をすることは、 
どんな場合でもコミュニケーションに含まれます。 
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社会・活動参加を促進する
活動提案
アート 
ボールゲーム
お料理
ダンス
魚釣り
サッカー
ゲーム 例 かくれんぼ
ガーデニング
ゴルフ
家事 例 お片付け
想像力を使った遊び 例 お店ごっこ
プールでバチャバチャ
お友達と室内で遊ぶ
お友達と外で遊ぶ
海辺／ビーチ
お散歩
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MAP能力評価

お子さまのお名前:

生年月日:

診断名:

評価／再評価日:

ぜひ当社までレビュー、写真、ビデオを
お送りください： 

upsee.programme 
@fireflyfriends.com

*see p50 for specific guidance

能力領域

(a) 
前より
実施 
できて 
いない 

(b) 
大きな
変化は
感じな

い

(c) 
前より 
改善 

コメント  
(気づいた点があれば書く)

手の機能
手を伸ばす、物をつかむ、手から手へ物を
移動させる、両手を一緒に使う、自分で
食べたり飲んだりする、など。

床遊び
座っている時のバランス、床を動き回ろうと
するか、床を動き回れるか

コミュニケーション
気分を表す発声、言葉の使い方の
理解度

注意 
活動への集中力、意欲や自信のレベル

探求
人や周囲の環境、散らかった遊び、 
音や光や触覚を使った感覚的な活動
への関心度

楽しさ
幸福度、人と一緒にいることの楽しさ、 
活動への参加、笑顔
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